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11/9 

 

11/16 

11/18  

    

第24回図書館総合展に参加（オンライン）  

図書館主催出版社講演会「SDGsと企業情報 −Social Goodは

誰がやる？」開催（オンライン）   

TKCローライブラリー利用講習会（オンライン）  

日経テレコン利用講習会（オンライン）   

  

11/19  

 

11/22  

11/25  

11/29 

■    

学生アドバイザーがSupporters’Forum2022at Seijo Uni-

versityに参加（オンライン）  

第24回ライブラリーラウンジを開催  

東洋経済DCL・eol利用講習会（オンライン）  

学生アドバイザーが第7回全国学生協働サミットに参加  

図書館見学（11/18・25）高校生他112名、教員3名  

 

「パンと地域をデザインする」展について 

 短期大学 准教授 三國 信夫  

月別展示 

図書館彙報  

インフォメーション 

  図書館HP https://libopac.josai.ac.jp/ 

図書館Twitter https://twitter.com/lib_josai 

■回答時間 約3分。 

■Web上のフォームで 

  回答できます。 
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P. 1 巻頭言 P. 2 「パンと地域をデザインする」 P. 3 アドバイザー通信 
P. 4 図書館員のおすすめ、インフォメーション  

論文やレポートの書き方、プレゼンのコツに 

ついての本だけでなく、「やる気が出ない」時に

読む本も置いてみました！ 

 短期大学の授業「地域連携Ⅱ」が、川角駅前のベーカリー「サン・シーロ」のご協力を得て、今年で4

年目になります。短大生が店内や工房を見学してパン作りという仕事についていろいろと教えてもらうだ

けでなく、授業でデザインしたパンを実際に店頭で販売してもらうなど、地域と関わりながらリアルなビ

ジネスを学ぶことができる、本当に貴重な機会をずっといただいています。 

 思い起こせば、短大教員に着任し「地域連携Ⅱ」の担当となってから、どのようにこの授業を作り上げ

ていったらよいのか、試行錯誤を繰り返してきました。短大生たちが興味を持って取り組めることは何だ

ろう。そんなことを呪文のように毎日唱えながら、ある日川角駅前にオープンした「サン・シーロ」にふ

と立ち寄ったのでした。 

 店内は、私が大好きなパンの匂いでいっぱいで、しかもどのパンも本当においしそう。トレーに次々と

パンを重ねながら、ふと、「短大生がパンをデザインしてそれが商品棚に並んだら面白そう」と授業イ

メージが勝手に膨らんでいきました。 

 会計の際に、自己紹介をし、自分の思いつきを奥さんに伝えました。すぐに工房で作業をされていた旦

那さんに話をしてくださり、しかも、お二人でその場で快諾してくださったのでした。 

 パンのデザイン、ということだけが決まって走り出していた授業でしたが、授業を進めていきながら、

いろいろな学びがあることに学生だけでなく私も気づき始めました。「どんなパンをデザインしようか」

という問いには、「誰がそのパンを食べるのだろう」「お店には誰が来るのだろう」「この地域にはどん

な人が暮らしているのだろう」「地域の食材ってなんだろう」といったように、無数の質問疑問が連なっ

ていくのです。地域のことをよく考えないと、地域に受け入れてもらえるパンは作れない。大事な視点だ

と思いました。 

 一方で、もう一つの可能性も感じています。短大生がパンのデザインをきっかけとして、もっと地域に

関わっていけないだろうか。大学周辺の地域を豊かに、暮らされている方々を楽しくするような、地域の

デザインにつながらないだろうか。こんな新しい呪文を唱えながら、毎週の授業に向き合っています。 

 

 今回の図書館とのコラボ企画展第2弾に選んでいただいたこと、本当に嬉しく思っております。授業に

関する資料のほか、何といっても、図書館を訪れた人が実際にパンのデザインができる（しかも商品化の

可能性も！）というユニークな企画もあります。ぜひ図書館にお立ち寄りくださり、みなさんの新しいパ

ンのデザインを披露してください。 

■回答時間 約3分。 

■Web上のフォームで 

  回答できます。 
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図書館員のおすすめ 

ノルウェー発！民主主義を求め闘った女性たちの150年に 

わたる歴史を描いたコミック作品。北欧では児童書として 

浸透している1冊。50年前より女性の立場は良くなったとは 

いえ、闘いはまだ途中である。女性が人間として自分の 

人生を生きること。そのために勇気を出して1歩、「言葉では

なく、行動を」  

 

 紹介者：田口 

12/10(土)～1/31(火)、県内最大級

の図書館イベント 「図書館と県民の

つどい埼玉2022」 に今年も出展して

います。 

QRコードより展示を 

見ることができます。 

꜠ᶫ ἶ ʺσ 

アドバイザーおすすめのクリスマス関連本を読もう！  

12/1(木)から展示開始！ クリスマスに因んだおすすめ本 
を選びました！   

図書館への願い事を書こう！  

図書館への要望を書いてツリーに飾ってね！  

 図書館にもクリスマスがやってきた！  

図書館の様々な場所にクリスマスの飾り付けをしました！ 

https://libopac.josai.ac.jp/
https://twitter.com/lib_josai
https://bit.ly/3arFqnj
https://libopac.josai.ac.jp/lecture/lecture20221214.html
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold3.htm#W-220908
https://www.sailib.net/tudoi2022/


学生が作成したポス

ターを展示していま

す。学生が考案したパ

ンは、見ているだけで

も美味しそう！個性 

光るポスターを、ぜひ

ご覧ください。 

2019年度に実施

されたパン屋「サ

ン・シーロ」との

提携授業の様子を

動画で公開してい

ます。 

｢パン｣｢地域連携｣｢デ

ザイン思考｣など、関

連本を展示しています 

᾽ Good  
ד  

 
Ẻ  

      

私が図書館総合展へ参加するのは今年で２回
目となりますが、ポスターセッションとして
掲示するスライド作成に携わるのは初めてで
した。『学生アドバイザー活動 10年の軌
跡』というテーマをもとに完成したポスター
は、アドバイザー活動はいつから始まったの
か、どのようなイベントを実施していたのか
などがまとめられているため、自身もとても
勉強になりました。今後のイベント企画など
に繋げていきたいと感じました。  

守屋 朋香（薬学部薬学科５年） 

アドバイザー通信 

11月1日(火)～30日(水)にオンラインで開催された「第24回図書館総合

展」に今年も図書館学生アドバイザーが出展・参加しました。 

11月29日(火)、学生協働に関わる全国の学生・教職員

が活動について報告しあい、交流をはかるもので、城西

大学からは学生アドバイザー4名が参加しました。 

全国学生協働サミット ポスターセッション 

図書館の活動をポスターで紹介しました。 

様々なツールを活用することで、より多くの

意見交換をすることができました。またリー

ダーとして、今の自分に何が足りないのか、

より良い団体にするために何が

必要なのか、明確化することが

できたので、この経験を通し

て、残りの活動を有意義なもの

にしていきたいです。 

  

11月19日(土)、成城大学の学生サポーター団体
が主催している「サポーターズフォーラム」に
学生アドバイザー2名が参加しました。大学や
高校で活躍する多くの学生・生徒がオンライン
上で集いました。 

図書館1階で短期大学・ 
三國信夫先生の「地域連携
Ⅱ」とのコラボ展示を開催
中です！「川角」駅前の 
パン屋「サン・シーロ」と
提携し開発した商品のポス
ターや授業の様子を展示 
しています 。  

外岡 渉 

（経済学部４年） 

私の憧れる人は常に余裕があります。またお金の使い方が
上手です。 
「お金の勉強って難しそうだし、将来どうにかなるで
しょ」と考えていました。 
今回お話を聴いて、資産運用のさまざまな
リスクを学び、自分に合ったペースで少し
ずつお金に関する知識を身につけたいと感
じました。 
お金を賢く上手に使い、大学生活を思いっ
きり楽しみたいです。 

    井出 捺稀（現代政策学部 4年）   

今回の講師、経済学部教授 
増山隆先生 

図書館1階で関連本を展示
しています 

11月22日(火)、学生アドバイザー企画の第24回ラ
イブラリーラウンジを開催し、学生、教員、ライ
ブラリーカード会員、図書館地域アドバイザーの
合計104名が参加しました。 

 仮 

学生アドバイザー開催後記 

 
 

仮 今回は経済学部教授・増山隆先生を講師にお招きし、そもそ
も「老後2000万円問題」とは何か、資金運用の考え方、各運
用資産の特徴、積み立てNISAとiDeCo等について、事例も交
えながら分かりやすく解説していただきました。 

参加者からは「積み立て方式の特性に関するクイズなどもあ
り、楽しく学ぶことができました」「投資を始めてみようか
なと思いました」などの感想が寄せられました。  

｢サン・シーロ｣ 


